
ユ ア サ ヨ シ コ

受

賞
。

ほ
か

に

『
さ
び

し

が
り
や

の
ク

ニ

ッ
ト
』
(六
〇
)
な

ど
絵

本

が
三
作

と
大

人
向

き

エ

ッ
セ
イ

が
多

数
あ

り
、

『
彫
刻

家

の

娘

』

(六
八
)
、

『
少
女

ソ

フ
ィ

ア

の
夏
』

(
七

一
)
は
代
表
作

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

(坂
井
玲
子
)

ユ

　

湯

浅

芳

子

携

諮
　

一
八
九
六
～
　

(明
29
～
　
)
露

文
学
者

。

本

名

ヨ
シ
。
京

都

に
生
ま

れ

る
。

日
本

女

子
大

学
校

、
早

稲
田

大

学
露

文
科

で
学

ぶ
。

一
九

二
七

～
三
〇

年

の
間
、

宮
本

百
合

子
と

と
も

に

モ
ス
ク

ワ
留

学
。

帰
国

後

ロ
シ
ア
文
学

の
研

究
、

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　
ネ

紹
介

に
携
わ

る
。

主
な
訳

書

に
チ

ェ
ー

ホ

フ
の

『桜

の
園

』

『
か

　

　

　
　

　
　

　

　
　

ネ
　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　

も

め
』

『
三
人

姉

妹
』
、

ゴ
ー
リ

キ

ー

の

『幼

年

時

代

』
、

マ

ル

シ

ャ
ー
ク

の

『森

は
生

き

て

い
る
』

(
一
九
五
三
)
、

『魔

法

の
品

売

り
ま
す

』

(六
六
)
な
ど

が
あ

る
。　

　

　

　
　

　

(北
畑
静
子
)

　

ユ
ー
イ

ン
グ

　
ジ

ュ
リ

ア
ー
ナ

}
巳
冨
コ
餌

国
鬢
冒
σq

一
八
四

一
～
八
五
　
イ

ギ

リ

ス

の

童

話

作

家

。
幼

く

し

て
話

上

手

で

「
ジ

ュ
デ

ィ
お

ば
さ

ん
」
と

愛
称

さ
れ

た
。

母

ギ

ャ
テ

ィ
夫

人

が
「
ジ

ュ
デ
ィ
お
ば

さ
ん

の
雑

誌
」
(
一
八
六
六

～
八
五
)
を
出

し
、

ユ
ー
イ

ン
グ
は

そ
れ

で
多
数

の
作

品
を

発
表

。
『
テ

ィ
モ

シ
ー

の

く

つ
』
を

含
む

『
搴

鳴
bq
さ
ミ
ミ
携

黛
§
織

O
ミ
ミ

寒

駐

ブ

ラ

ウ

ニ
ー

ズ
と

そ

の
他

の
短

編
集
』
(七
〇
)
が
代

表
作

。
表
題
作

か

ら

ジ

ュ
ニ
ア

・
ガ
ー

ル

・
ス
カ

ウ
ト

の
愛
称

ブ

ラ
ウ

ニ
ー

ズ

が

　
　

　

　
　

　
　

ホ

出

た
。
現

実
物

語
も
妖

精
物

語
も

書
き

、
生
前

は

人
気

抜
群

だ

っ

た
。
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
(吉
田
新

一
)

　
結

城

ふ

じ
を

鷲

撞
　

一
九

二
五
～
　

(大
14
～
　
)

童

謡

詩

人

。
本

名
芙

二
男
。

山

形
県

に
生
ま

れ

る
。
山

形
工
業

学
校

卒

。

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

歌

人

の
父
や

童
謡
詩

人

の
兄
結

城
よ

し
を

の
影

響
を

受

け
、

音

楽

へ
の
興
味

も
手

伝

い
、
童

謡

の
詩

作
を

は

じ
め

る
。

兄

の
戦

病

死

に
よ

っ
て
休

刊
し

た
、

山
形

県

の
童

謡

誌

「
お

て
だ
ま

」

を

四

八
年

に
復
刊

、
主
宰

す

る
。
息

の
長

い
地
方

誌

と
し

て
評

価

さ
れ

、

日
本

詩
人

連
盟

・
日
本
作
詩

家
協

会

の
同

人
賞

、
ま

た

六
〇

年
度

の
日
本

童
謡

協
会

賞
を

受
け

る
。
詩

謡
集

に

『青

春

手
巾

』

(
一
九
五
二
)
が
あ

る
他

、
童

謡

に

『豆

っ
こ
打
ち

』

『
つ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

ん

と
う

つ
ら
ら

』
(共
に
中
田
喜
直
作
曲
)
、
『
ゆ
か

い
な
ま

ち

の
ふ

う

せ
ん

や
』

(
冨
田
勲
作
曲
)
な

ど

が
あ

る
。　
　
　

(羽
曽
部

忠
)

　

結

城

よ

し

を

煙
の
撞
　

一
九
二

〇
～
四

四
(大

9
～
昭

19
)

童

謡
詩

人
。

本
名

芳
夫

。
山

形
県

の
生
ま

れ
。

一
九
三

四
年

市
立

第

四
高
等

小
学

校
を

卒
業

後
、

山
形
市

の
八
文
字

屋
書

店

の
住

み
込

み
店
員
を

し
な

が
ら

、
童

謡
を

つ
く

っ
た
。

三

八
年

童
謡

誌

「
お

て
だ

ま
」
を

創
刊

。

の
ち
、
陸

軍
船

舶

一
等

兵
と

し

て

出

征
、

四
四
年

小
倉

陸

軍
病
院

に

て
戦
病

死
。
代

表
作

に

『ナ

イ

シ

ヨ
話
』

『
峠

の
仔
馬

』
な

ど
、
遺

稿
集

に

『
月
と

兵
隊

と
童
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ユ キ オ ン ナ

謡

』
(
一
九
六
八
)
。

山
形

市
霞

城
公

園

に

「
な

い
し

ょ
話
碑
」
が

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(尾
上
尚
子
)

　
優

良

図
書

一
覧

ゆ
いう
離

局
と
し
　

東

京

高

師

・
文

理

科
大

学

卒

業

生

の
団
体

茗
溪

会
研

究
部

(主
事
田
中
寛

一
)
が
、
一
九

=
二
年

(大

2
)
七
月
教

育

振
興
事

業

の

一
つ
と

し

て
読

み
物
調

査
会

を

創

設

し
、
少

年
読

み
物

の
選
定
推

薦
を

行

い
、

一
八
年
よ

り

一

般

図
書

お

よ

び
教

育
書

を
も

加
え

て
小
冊

子
と
し

た
。
希

望
者

多

く

一
三
年

九

月

～
二
八
年

二
月
ま

で

の
分
を
第

一
輯
と

し

て

刊

行

し
た
。

発

行
所

昭
和

出
版

社
、

発
行

元
松
邑

三
松
堂

、

二

八
年

一
二
月
発

行
、

総

ペ
ー

ジ
四
三

五
。

第

二
輯

以
降

は
松
邑

三
松

堂
発

行
と

な

る
。
第

二
輯

(三
三

∴

二
)
、
文

部
省

児
童
図

書

推

薦

が
は

じ
ま

る
時

期

に
第

三
輯

(三
九

・
六
)
を

出
し

て
終

刊
。
調

査
員

は
、
田
口
福

司
郎

・
小

野

(畠
山
)
源
蔵

・
木
下

一
雄

・

長
谷

川
敏

正

・
野
村
基

・
堀

七
蔵
ら

三

〇
名

(書
記
石
黒
修
)
で
解

題

の
執
筆

者

で
も
あ

っ
た
。
本

書

は
、
当

時
図
書

館
、
学

校
、

出
版

社
、

研
究

者
を

中

心
に
並
日
及

し
版
を

重

ね
、

戦
前

期
唯

一

の
優

良
解

題
書

と

し

て
権

威
あ

る
存

在
を

誇

っ
た
。
読
書

指
導

の
資

料

と
し

て
活

用
さ

れ
影
響

力
を

も

っ
た
。　

　

(滑
川
道
夫
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ネ

　

ユ
ー

カ
ラ
　

ア
イ

ヌ

の
神

話
。
文

字

を
も

た
な

い
ア
イ

ヌ
民

族

の
文
学

は
す

べ
て

口
伝
え

の
文
学

、

つ
ま

り
口
承
文

学

で
あ

る
。

そ

の
文
学

は
大
き

く
分

け
る

と
、
歌

う

よ
う

に
語
る
歌

謡

文
学

と

、
普

通

の

こ
と

ば

で
語

る
説
話

文
学

の
二

つ
に
な

る
。

ユ
ー
カ

ラ

は
そ

の
歌
謡

文
学

の

一
つ
で
あ

る
。
た
だ

、

ユ
ー
カ

ラ
に
は

広
義

の
意

味

で
使
わ

れ

る
場
合

と
、

侠
義

の
意
味

で
使

わ

れ
る

場
合

と

が
あ

る
。
広
義

で
使
う

場
合

の

ユ
ー

カ

ラ
に
は

、

次

の
四

つ
が
含
ま

れ

る
。

そ

の

一
つ
は
、

雷

の
神

と
か
狐

の
神

と

い

っ
た
自

然
神

の
こ
と

が
語
ら

れ
る

カ

ム
イ

・
ユ
ー

カ

ラ
で

あ

る
。

二

つ
め

は
、
自

然
神

と
は

別

の
人

間
く

さ

い
神

ア
イ

ヌ

ラ

ッ
ク

ル
を

主
人

公

に
し

た
も

の
で
あ

り
、

こ
れ

は
オ
イ

ナ

と

呼

ば
れ

る

こ
と

が
あ

る
。
三

つ
め

は
狭

い
意
味

の

ユ
ー

カ
ラ

で
、

半

神
半

人

の
少
年

英

雄
ポ
イ

ヤ

ウ

ン
ベ
を
主

人
公

に
し

た
物

語

で
あ

る
。

四

つ
め
は

メ
ノ

コ

・
ユ
ー
カ

ラ
と

呼
ば

れ
る

も

の
だ

　
　

　
　

　
　

　

が
、

世
界

五
大
叙

事
詩

の

一
つ
に
数
え

ら
れ

る

こ

の
神

話
を

、

最

初

に
我

が
国

に
紹
介

し

た

の
は
金

田

一
京

助

で
あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(安
藤
美
紀
夫
)

　

雪

女

麓

お

大

雪

の
夜

に
現
れ

る
妖
怪

。

雪
女
郎

.
雪

女

御

・
雪
婆

さ
と

も
呼

ば
れ

て

い
る
。
雪

の
降

る
夜

に
出

会
う

と

だ
ま

さ
れ

、
雪

に
埋

も
れ

て
凍

死
さ

せ
ら

れ
る
。

ま

た
、

子
ど

も
を

さ
ら
う

、

あ

る

い
は
雪
女

が
子

ど
も

を
連

れ

て
歩

き

、
行

き
会

う
人

に
抱

い
て
く

れ
と
頼

む

の
で
、
う

っ
か
り

引
き

受
け

る
と

だ
ん

だ

ん
重
く

な

っ
て
、

つ

い
に
は

崩
れ

お
ち

て
死

ん

で

　
　

　
　

　

し
ま

う
。

柳

田
国
男

の

『遠

野
物

語
』

(
一
九

一
〇
)
に
よ

る
と
、

小
正

月

の
夜
、

あ

る

い
は
冬

の
満

月

の
夜

は
、

雪
女

が
子

ど
も

を
あ

ま

た
引

き
連

れ

て
遊
ぶ

の
で
、

子

ど
も

た
ち

に
夜

ま

で
外

で
遊
ん

で
は

い
け

な

い
と
戒

め
る

習
慣
も

あ

っ
た

と

い
う

。

そ

の
雪
女

の
姿

は
、
鳥

山

石
燕

の
描
く

「百

鬼
夜

行
」

を

見
る

と

下

長
髪
白

衣

で
足

の
な

い
姿

で
あ

り
、
色

白

の
美
女

と
伝

え

ら

　
　

　
　

　

　

れ

て

い
る
。

小
泉

八
雲

に
よ

っ
て
小
説

化
さ

れ

て
お
り
、

八
雲
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ユ コ ー

の
雪
女

は
大
変

な
美

女

で
、
ま

た
男

が
大

変
若

く
美

男

で
あ

っ

た

の
で
、
生
涯

し

ゃ

べ
ら

ぬ

こ
と
を

条
件

に
し

て
助

け

る
。

そ

し

て
男

は
お

雪
と

い
う
女

と
結

ば
れ

る

が
、

こ

の
女

が

い
つ
ま

で
も
年

を
取

ら
ず
美

し

い
。
あ

る
夜

男

は
妻

に
雪
女

と
出

会

っ

た

こ
と
を
話

す
と
、

実

は
妻

は
雪
女

で
あ

り

、
子

が

い
る

こ
と

で
男
を

殺
さ

ず
去

る
。

い
ま

で
は

入
雲

の
雪

女

の
方

が
よ
く
知

ら
れ

て

い
る
。　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

(福
原
登
美
子
)

　

ユ
ゴ

ー
　

ヴ

ィ
ク
ト

ー

ル
　

≦

0
8
『
自
=
σq
o

一
八
〇
二
～
八

五
　

一
九

世
紀

フ
ラ

ン
ス
最

大

の
詩
人

、
小

説
家

、
劇

作
家

、
そ

し

て
政
治
家

。
東

部

フ
ラ

ン

ス
、

ブ

ザ

ン
ソ

ン
で
、
ナ

ポ

レ
オ

ン
軍

の
将

軍
を
父

と
し

て
生

ま
れ

た
。

少
年

時
代

か
ら

詩
人

を

志

し
て
詩

作
し
、

一
七
歳

で
ア

カ
デ

ミ
i

・
フ
ラ

ン
セ
ー
ズ

の

詩

の
コ
ン

ク

ー

ル
で

一
等
賞

を
得

、
青

年
時

代

か
ら
壮

年
時
代

に
か
け

て
は
、
詩

集

『オ

ー
ド

と

バ
ラ
ー

ド
』
(
一
八
二
六
)
、

劇

作

『
ク

ロ
ム
ウ

ェ
ル
』
(
二
七
)
な

ど

の
作

品

で

ロ
マ

ン
派

の
リ
ー

ダ
ー
と
な

っ
た
。
七

月
革
命

の
衝

撃

で
社
会

主
義

的
人

道
主
義

、

自

由
主
義

へ
と
転
進

し
、
詩
作

も
詩

集

『秋

の
木

の
葉
』
(
コ
=

)
、

『
内

心

の
声

』
(三
七
)
、

『
光
と

影
』

(
四
〇
)
な

ど

で
内
面

化
し

て

い

っ
た
。

こ
う

し
た

ユ
ゴ

ー

の
人

道
主

義

的
傾
向

は
、

こ

の

時
代

の
代
表
作

『
ノ
ー
ト

ル

・
ダ

ム

・
ド

・
パ
リ
』

(三

一
)
に
す

で

に
萠
芽

が
み
ら

れ
、

こ
れ

は

の
ち

の
大

作

『
レ

ニ

・丶
ゼ
ラ
ブ

ル
』
(
六
二
)
に
お

い
て
大
き

く
花

開

い
た
。

一
方

、
ナ
ポ

レ
オ

ン

三
世

の
ク

ー
デ
タ

ー

で
、

政

治
家

と
し

て
国

外
追

放

の
憂

き
目

を

み
た

が
、

一
九
年

間

に
わ

た
る

亡
命

生
活

の
問

に
、
『諸

世
紀

の
伝

説
』

(五
九
～
八
三
)
、

『
九
十

三
年
』

(七
四
)
、

『
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ

ル
』

な
ど

の
大

作
を

次

々
に
生

み
出
し

、
と

く

に

『
レ

・

ミ

ゼ
ラ
ブ

ル
』

は
、

た
ち

ま
ち

世
界
中

で
大

評
判

と
な

り
、

こ

の
ジ

ャ

ン

・
ヴ

ァ
ル

ジ

ャ
ン
の
愛

と
苦

悩

の
物
語

は
、

児
童
向

け

に
書
き

替
え

ら

れ

て
、

世
界

の
名
作

と

し
て
親

し
ま

れ

て
き

　
　

　
　
　

　
　

　

ネ

た
。

我

が
国

で
も
、

黒

岩
涙
香

の
自
由

訳

『
噫
無

情
』

(
一
九
〇

　
　

　
　
　

　
　

　

二
)
以
来

、
無

数

の
再

話

が
児
童
た

ち

に
読

ま

れ

て
き
た
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(榊
原
晃
三
)

　
柚

木

象

吉

P
謀

き
ち
　

一
九

二
〇
～
　

(大

9
～
　
)

児

童

文

学
作

家
。

本

名
石

川
茂

。
山
梨

県
増

穂
村

に
生

ま
れ

る
。
高

等

小
学

校
卒

業
後

、

中
国

大
陸

や
東
京

、
福

知
山

な
ど

を
転

々
、

さ

ま

ざ
ま
な

職
業

に

つ
く
。

日
本
犬

・
五

郎
と

そ
れ

を
め
ぐ

る

人

び

と

の
体

験
を

通

し
て
、

太
平
洋

戦
争

を
描

き
出

し
た

『
あ

あ

!
　

五
郎

』
(
一
九
六
八
)

で

日
本

児
童

文
学

者
協

会
新

人
賞

を

受
賞

。

ほ
か

に
、

明
治
維

新
を

被
差
別

部
落

の
少

年

の
立
場

で
書

い
た

『あ

す

は

い

つ
く

る
か
』
(七

一
)
な

ど
が
あ

る
。

近
代

日
本

の
曲

が
り
角

を

、
子

ど
も

の
視
点

か
ら
描

こ
う

と

し
て

い

る
。
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

(宮
川
健
郎
)

　

ユ
ノ

セ
イ
イ

チ
　

一
九

一
二
～
　

(大

1
～
　
)

画
家

(油
絵

に
よ
る
抽
象
画
)
、
絵

本
作
家

、
童

話

の
挿

絵
も

描

く
。

本
名
油

野
誠

一
。

大
分

県

に
生
ま

れ
る
。

『
く
ま

さ

ぶ
ろ
う

』

『
1

2
3

4

5
あ

ひ
る

の
さ

ん
ぽ
』
(
と
も
に

一
九
六
七
)
は

日
本

の
創
作
絵

本
草

分

け
期

の
作
。

フ
リ
ー

ハ
ン
ド

の

ソ
フ
ト
な

線

と
黄
や

オ

レ

ン
ジ
を

主

と
し

た
暖
色

を
多

用
、

ユ
ニ
ー
ク
な

発
想

に
よ

る

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ユ ー モ ア フ ン

絵

本
を

描
く

。
『
あ

い
う

え

お
』
(六
八
)
、
『
お

ん
ど
り

の
ね

が

い
』

(
七
二
)
、
『大

き
な

ニ
レ
の
木
』
(七
三
)
な

ど
。
フ

ロ
ッ
タ
ー

ジ

ュ

(こ
す
り
出
し
)
の
手
法

も
絵

柄

の
特

徴
と

な

っ
て

い
る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(森
久
保
仙
太
郎
)

　

ユ
ー

モ
ア

　
げ
ロ
ヨ
o
(二
耳

　
語

源

は

ラ

テ

ン
語

の

(ゴ
)ロ
ヨ
o
目

(液
体
、
湿
気

の
意
)
。
お
か
し

さ

の

一
形
態

で
、
風
刺

の
よ
う

に

憤

怒

に
基

づ
く
攻
撃

的

な
も

の

で
な
く

、
許

容
と

土
ハ感

に
基

づ

き

、

他
者
を
傷

つ
け
る

こ
と

の
な

い
調

和
的

な
複
合

感
情

で
、

ゆ
と

り
あ

る
態
度

よ
り

生
ま

れ
、

他
者

の
心
を
解
放

す
る
。

文

学

上

で
は
、

作
家

た
ち

が
人

生
や

人
間

を
、

愛
と
許

容
を
も

っ

て
肯
定

的

に
み

つ
め
、

結
果
的

に
作

品

に
豊

か
な

〈
微
笑

〉
を

漂

わ

せ
る
。

た
だ

ユ
ー

モ

ア
そ

の
も

の
が
文

学

の
目
的
と
な

ら

ず

、

誘
引

の

フ

ァ
ク
タ

ー
と

し

て

の
役

割
を

果
た
す

こ
と

が
多

い
。
な
お
、
イ
ギ

リ

ス
は
こ

の
た
ぐ

い

の
文
学

の
宝
庫

で
あ

る
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(原
　
　
昌
)

　

ユ
ー

モ
ア
文
学

鴛

難

　

ユ
ー

モ
ア
を

基

調

と
し

た
文
学

の

こ
と

を

い
う

が
、

〈
お

か
し
さ

〉
の
文
学

の
総

称
と

し
て
用

い
る

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ネ　
　　　　　　　　
　　　　　

こ
と

も
あ

る
。
風
刺

、

皮
肉

、
機

知
、

ペ
ー

ソ
ス
、
ナ

ン
セ

ン

ス
な

ど
と

隣
り
合

わ

せ
で
潜

む

こ
と
も

多

い
。
イ

ギ
リ

ス
で
は

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ

サ

ッ
カ

レ
ー

に
風
刺

、
フ

ァ
ー
ジ

ョ
ン
に

ペ
ー

ソ
ス
を
嗅
ぐ

が
、

お
お

む
ね

調
和
的

な
情
緒

に
根

づ

い
た

ユ
ー

モ
ア

の
作
品

が
・王

流

を

成
し

、
そ

の
ほ
と

ん
ど

が
空
想

系

の
文
学

に
属

し

て

い
る
。

　グ

レ

ー

ア

ム

『
た

の
し

い
川

べ
』
(
一
九

〇

八

)
、

ヒ

ュ
ー

マ

ン
な

　

　

　

　

　

　

ホ

温

か

さ

の

あ

る

ロ

フ

テ

ィ

ン

グ

『
ド

リ

ト

ル
先

生

ア

フ

リ

カ

ゆ

　

　

　

　

　

　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　
　　

き

』

(
二
〇

)
、

ミ

ル

ン

『
ク

マ

の
プ

ー

さ

ん

』

(二

六
)
、

ノ

ー

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ン

『魔

法

の

ベ

ッ
ド

南

の
島

へ
』

(四

二
)
、

ボ

ン
ド

『く

ま

の

パ

デ

ノ
,
ン
ト

ン
』
(五

八
)
な

ど

。

一
方

、

フ

ラ

ン

ス

で

は

、

コ

ミ

ッ

ク

・
ス

ピ

リ

ッ
ト

に

基

づ

き

、

理

知

的

で

明

晰

な

論

理

を

も

っ

　

　

　

　

　

　

　
　

た

作

品

が

多

く

、
モ
ー

ロ

ア

『
デ

ブ

の
国

ノ

ッ
ポ

の

国

』
(
三
〇

)
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

ヴ

ィ

ル
ド

ラ

ッ
ク

『
ラ

イ

オ

ン

の
め

が

ね

』
(三

二

)
、
エ
ー

メ

『
お

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

に

ご

っ
こ

物

語

』
(三

四

)
、

ド

リ

ュ
オ

ン

『
み

ど

り

の

ゆ

び

』
(五

七

)
な

ど

が

あ

る

。

ま

た

ア

メ

リ

カ

で

は

、
多

様

性

に

富

み

、
風

　

　

　

　

　

　

　

　
ネ

刺

の

潜

む

マ
ー

ク

・
ト

ウ

ェ
イ

ン

『
ト

ム

・
ソ

ー

ヤ

ー

の

冒

険

』

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

(
一
八

七

六
)
を

は

じ

め

、
シ

ニ
カ

ル

な

サ

ー

バ

ー

『た

く

さ

ん

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

お

月

さ

ま

』

(
一
九

四

三

)
、

文

明

批

判

を

秘

め

た

マ

ッ
ク

ロ

ス

キ

ー

『
ゆ

か

い
な

ホ

ー

マ

ー
く

ん

』
(同

)
と

0

・
バ

タ

ー

ワ

ー

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

『
お

お

き

な

た

ま

ご

』
(
五
六

)
、
陽

気

で

健

康

的

な

ア

ト

ウ

ォ

ー

タ

ー

『
ポ

ッ

パ

ー

さ

ん

の

ペ

ン

ギ

ン
』

(三

八
)
、

そ

の
他

B

・
マ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

ク

ド

ナ

ル
ド

『
ピ

ッ
ク

ル

ウ

ィ
グ

ル

お

ば

さ

ん

』
(
四

七
)
、

ク

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

ア

リ

ー

『
が

ん

ば

れ

ヘ
ン

リ

ー

く

ん

』

(五

〇
)
、

R

・
ロ
ー

ソ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ホ

『海

賊

キ

ッ
ド

の
あ

ざ

ら

し

』
(五

六

)
な

ど

が

あ

り

、

デ

ュ
・
ボ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ボ

ア

『
二

十

一
の

気

球

』
(四

七

)
、

ス

ロ
ボ

ト

キ

ン

『
り

ん

ご

の
木

の

下

の
宇

宙

船

』

(五

二
)
な

ど

の

S

F

系

に

も

豊

か

な

笑

い

が

あ

る

。

ア

メ

リ

カ

で

は

、

お

お

む

ね

リ

ア

リ

ズ

ム
系

の
作

品

に

混

在

し

て

い

る

の

が

特

徴

的

で

あ

る

。

そ

の
他

の
国

々

で

は

、

　

　

　

　

　

ド

イ

ツ

の
プ

ロ
イ

ス

ラ

ー

『大

ど

ろ

ぼ

う

ホ

ッ

ツ

ェ

ン
プ

ロ

ッ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ボ

ツ

』
(六

二
)
、

フ

ィ

ン

ラ

ン

ド

の

ヤ

ン

ソ

ン

『
た

の

し

い

ム

ー

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ン

一
家

』
(四

九
)
、

ス

ウ

ェ
ー

デ

ン

の

リ

ン

ド

グ

レ
ー

ン

『
長

く

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ユ ヤ マ ア キ ラ

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

つ
下

の
ピ

ッ
ピ
』
(
四
五
)
、

ノ

ル
ウ

ェ
ー

の

エ
グ

ネ

ー

ル

『
ゆ
か

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

い
な

ど
ろ
ぼ
う

た
ち
』
(
五
五
)
、
中

国

の
張

天
翼

『大

林

と
小
林

』

(三
二
)
な

ど
が
代
表

例

で
あ

る
。
日
本

で

は
、
伝

承
や
庶

民
文

芸

に
豊

か
に
宿

っ
て

い
た
笑

い
を
継

承

し
え
ず

、

近
代
文

学

の
成

長
過
程

で
軽
視

さ
れ

た
。

む
し

ろ
傍
流

に

い
た
作

家

た
ち

に
笑

　

　

　
　

　
ホ

い
が
あ

り
、
宮

沢
賢
治

『
ど

ん
ぐ

り
と

山
猫

』
(二

一
)
、

『
注
文

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

の
多

い
料
理
店

』
(
同
)
、
千
葉

省

三

『
鷹

の
巣

と
り
』

(
二
八
)
、

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

『仁

兵
衛

学
校

』

(二
九
)
、
豊
島

与

志
雄

『
天
狗

笑
』

(
二
六
)
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

村

山
籌

子

『
ラ
イ

オ

ン

の
大

損
』
(
二
九
)
、

新
美

南

吉

『
和
太

郎

さ
ん

と
牛
』
(
四
三
)
、

『
花

の
き
村

と
盗

人

た
ち
』

(同
)
な
ど

。

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

し

か
し

い
ず
れ

も
短

編

で
、

長

編

の

ユ
ー

モ
ア
小
説

は
、
佐

々

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

木
邦

『
苦
心

の
学

友
』
(三
〇
)
、
サ

ト
ウ

ハ
チ

ロ
ー

『
お
さ

ら

ひ

横

町
』
(三
五
)
の
よ
う

な
大
衆

性

の
濃

い
小

説
群

に
多

い
。
戦
後

　

　

　
　

　
ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ

に
な

っ
て
、
青

木
茂

『
三
太

武
勇

伝
』
(四
八
)
、
筒

井
敬

介

『
コ

ル
プ

ス
先
生
汽

車

へ
の
る
』
(四
七
)
な

ど

が
現
れ

る
。
近
年

こ
の

類

の
文
学

が
し
き

り
に
模

索
さ

れ

て

い
る

が
、

そ

の
筆
頭

に

い

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ホ

る

の
は
、

『
ち

ょ
う

ち

ょ
む
す

び
』
(六
五
)
を
書

い
た
今
江

祥
智

で
あ

る
。
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

(原
　

　
昌
)

　

湯

山

　

昭

黎

臆
　

一
九
三

二
～
　

(昭
7
～
　
)

作

曲

家
。

神
奈

川
県
平

塚
市

に
生

ま
れ
、

一
九
五

五
年
東

京

芸
術
大

学
卒

業
。

在
学
中

に
音

楽

コ
ン
ク

ー

ル
作

曲

部
門

に

二
回
入
賞

。

六

三

年
合

唱
曲

第

一
作

『
小
さ

な
目

』

が
成
功

を
収

め

て
、
合

唱

音

楽
を
多

数
作
曲

す

る
よ
う

に
な

り
、

全

日
本
合

唱
連

盟
副

理

事

長
。
『お

は
な

が
わ
ら

っ
た
』
『
お

は
な

し

ゆ
ぴ
さ

ん
』
『あ

め

ふ
り
く

ま

の
こ
』

な
ど
、

音
楽

的

で
し

ゃ
れ

た
伴
奏

つ
き

の
童

謡
を

多

数
作
曲

し

て

い
る
。

七
三
、

七

六
年

日
本
童

謡
賞

を
受

賞
。

"
童

謡

の
日
"

の
提

唱
者
。
　
　
　
　

　
　
　
　

(小
山
章
三
)

　
由

利

聖

子

欝

こ
　

一
九

=

～
四

三

(明
44
～
昭

18
)

少

女

小
説
作

家
。

本
名

鈴
木
富

美

子
。
父

は

逓
信
省

の
技

師
。

一
九

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　

三
三
年

ご

ろ
か
ら

「
少

女

の
友

」
主

筆
内

山
基

に
認
め

ら
れ

て

同
誌

に
短
編

を
発

表
。

そ

の
中

の

『
チ

ビ
君

』

が
好
評

だ

っ
た

の
で
三

五

～
三

六
年
、

チ

ビ
君
を
主

人

公

に
し
た
連

作

を
読

切

連
載
。

こ
れ
が
後

年

『
チ

ビ
君
物

語
』

正

・続

(
三
九
、

四

一
)

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

と
し

て
出
版

さ

れ
る
。

以
後

引
き
続

き

毎
年

河
目
悌

二

の
挿
絵

で

『仔

猫

ル
イ

の
報
告
書

』

『
蕾
物

語
』
な

ど

の
長

編
を

四

二
年

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

ま

で
連

載
。

ほ
か

に
増

刊

や
他
誌

に
も

主

と
し

て
松
本

か

つ
ち

の
挿
絵

で
短
編

な
ど
を

発
表

。

ど
れ
も

日
常

生
活

を
明

る

い
機

知
と

批
判

精
神

の
中

に
人
間

的
な

温

か

い
目

で
捉

え
た

も

の
だ

が
、

短
編

が

ユ
ー

モ
ア
調

の
強

い
の
に
対

し
、
長

編

は
微
笑

の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

中

に
感
傷

の
涙

を
誘
う

特

異
な
作

風

で
、

こ

の
点

サ
ト

ウ

ハ
チ

　

　
　

　

ホ

ロ
ー
と
も

佐

々
木
邦

と
も

一
線
を

画
す

る
。
こ
と

に
代

表
作

『
チ

ビ
君
物
語

』

は
母

の
旧
奉

公
先

に
居
候

兼

お
手
伝

い
と
し

て
寄

宿

し
た
少

女
を

中
心

に
人

々
の
心
理

が
、

当
時

の
東
京

山

の
手

の
風
俗
を

背
景

に
鮮

や
か

に
描

か
れ

、
可

憐
な

主
人
公

と

と
も

に
、
男
女

交
際

厳
禁

の
時
代

の
少
女

た
ち

に
さ

わ
や

か
な

異
性

像
を

示

し
た
副

主
人

公
修

三
様

は
印
象

的

で
あ

る
。

し
か

し
出

版

界

の
戦
時
体

制

強
化

に

つ
れ

、
作

品

か
ら

ユ
ー

モ
ア
色

は
後

退

し
、
成

長

小
説
的

傾
向

を
増

し
た

。
病

弱

だ

っ
た

の
で
各
地

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ユ ン ソ クチ ウ

に
転
地

療
養

し

た
が
、

四

二
年
病

状
悪
化

、

「少

女

の
友
」
連

載

中

の

『
五

月
物

語
』
を

七
月

号

で
中

断
、

翌
年

死
去
。

作

品
は

生
存

中

か

ら
各
社

で
、

戦
後

も
何
度

も

出
版
さ

れ
た
。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(遠
藤
寛
子
)

　

ユ
ル
ギ

ェ
レ
ヴ

ィ
チ

　
イ

レ
ナ

Hお
鬘

言

戦σq
凶巴
Φ
≦
凶o
N

一

九
〇
三

～
　

ポ

ー

ラ

ン
ド

の
女
流

作

家
。

第

二
次
大

戦

中
ナ

チ

ス
占
領

下

で

の
非

合
法

教
育

に
携

わ

っ
た
。
最

初
年

少
向

け

の

創
作

か
ら
出

発

し

『
し
あ

わ
せ

の
ち

ょ
う
ち

ょ
う
』

(
一
九
六
〇

　グ
ラ
ビ

ャ
ン
ス
キ
絵
)
な

ど
有

名

だ
が
、
の
ち

に
『
す

べ
て
が
別

の

よ

う

に
』

(六
八
)
な

ど
思

春
期

の
少

年
少

女

の
問
題

に
正
面

か

ら

取

り
組

ん
だ
作

品
を

次

々
と
著

し
た
。
『
守

謡
&
亀

よ

そ
か

ら

き

た
子
』

(六

一
)
は

六
四
年

度
国

際

ア

ン
デ

ル
セ

ン
賞

の
オ

ナ

ー

リ

ス
ト
に

入

っ
た

。
　

　

　

　

　

　

　

　

(内
田
莉
莎
子
)

　
袁

　

　

鷹

仁
四
ン
　

一
九
二
四
～
　

中
国

の
作
家

、
詩
人

。
本

　
　
テ
ィ
エ
ン
プ
リ
チ
ュン
　
　
　
　
テ
ィ
エ
ン
チ
ョ
ン
ル
オ

名

は

田

復

春
、

の
ち

田

鍾

洛

と
改
名

。
江

蘇
省

の
没
落

地

主

の
家

に
生

ま

れ
る
。

そ

の
後
、

一
家

は
杭
州

か
ら

上
海

に
転

居

。
上

海

で
大
学

を
卒

業
、

中
学
校

の
教

員

と
な

る
。

一
九
四

五

年
、

中
国

共
産

党

に
入
党

、

「新

生
代

」
な

ど

の
編
集

に
従

事

す

る
。

の
ち

上
海

で

「
世
界

晨
報

」

「新

民
報
」

「
解

放

日
報

」

の
記
者

、

編
集
者

と

し
て
活

躍
す

る

か
た
わ

ら
、
青

年

の
生
活

を

描

い
た
詩

や

小
説
、

散
文

を
発

表
し

た
。

五
二
年
末

、

北
京

「
人

民

日
報

」
社

へ
移

り
今

日

に
至

っ
て

い
る
。
五

四
年
、

中

国

作
家

協
会

に
加

入
、

七
九

年

に
開

か
れ
た
第

四
次
中

華

全
国

文

学

芸
術

工
作
者

代
表

大
会

に

お

い
て
、
中

国
作

家
協

会

理
事

、

創
作

委
員

会
委

員

に
選

出
さ

れ
る
。

現
在

「人

民

日
報

」

文
芸

部

・王
任

、

「人

民
文

学
」

「
児
童

文
学

」
編
集

委

員
。

四
〇

年

に

及

ぶ
文
学

生

活

の
中

で
、

『
か

が
り
火

の
燃
え

る

時
』

(
一
九
五

　

　
　
ご
っう
の
て
が
み

五
)
、

『
五

封

信

』
(六

一
)
な

ど
、
清

新
活

発
な

趣

の
あ

る
数
多

く

の
優

れ
た
詩

作

品
を

生
み
出

し
、
多

く

の
読
者

を
魅

了

し
た
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(君
島
久
子
)

　

尹

石

重

窕

チ
ゥ
ン

。τ
層

スτ

一
九

=

～

韓

国

の
童

　

　
　

　

オ

リ

ニ
　
　シ
ン
ソ
リ
ニ
ョ
ン

謡

詩
人
。
「
子
ど

も
」
「
新

少

年

」
(以
上

一
九
二
三
)
に
童
謡

が

入

選

し

て
以
来
本

格

的
な

創
作
活

動
を

開
始
。

一
九
三

二
年

に

は

　

　
　

　
　

ユ
ン
ソ
ク
チ
ゥ
ン
ト
ン
ヨ
ジ
プ

は

や
く

も

『
尹
石

重
童

謡
集
』

を
刊

行
し

た
。

翌
年

、
開

闢
社

　

　
　

　
パ
ン
ジ
ォ
ン
フ
ァ
ン

に
入
社

し
方

定

煥

の
残

し
た

「
子

ど
も
」
誌
を

主
宰

。
三

九
年

に
上
智
大

学

新
聞
学

科

を
卒
業

し
、

帰
国
後

は
雑
誌

社

や
新
聞

社

に
勤
務

の
か
た

わ
ら
童

心
・王
義
的

な
童

謡

の
創
作

一
筋

に
歩

み
、
八

〇
〇

〇
編

の
作

品
を

世
に
送

っ
た

。
五

六
年

に

は

「
若

芽

の
会

」
を

結
成

し
児
童

文
化

運
動

に
寄

与
し

て

い
る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(仲
村
　
修
)
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